
盈科而進（えいかじしん）

企画調整部 情報資料課

農業環境技術研究所の理事長室に古い掛字が

ある 「 農学博士横井時敬」と書か。 盈科而進

れている。能書である。

水の流れは，科（あな）に満ちて（盈）から

先の方に流れていく。転じて，学問をするにも

順を追って進むべきであると解釈される。

近代農学の始祖といわれる横井時敬（よこい

ときよし）は，万延元年（1860）肥後国熊本城

下の藩士横井久右衛門時教の四男として生まれ

た。幼名を豊彦という。15歳で熊本洋学校を卒

業し，ここでアメリカ人教師のジェーンズの助

手となって，後進の指導に当たった。20歳の明

治13年（1880 ，東京駒場農学校農学本科を卒）

業し，駒場農学校農芸化学へ入校した。

その後，兵庫県植物園長兼農業通信員となっ

た。明治18年（1885）から福岡県農学校教諭と

なり，この間に「種籾の塩水選種法」を考案し

た。明治27年（1894）に東京帝国大学農科大学

教授，明治44年（1911）から昭和２年（1927）

まで東京農業大学学長を務めた。また，大正11

年（1922）に東京帝国大学を定年で退職した。

この間，作物学および農業経済学の泰斗とし

て活躍するのみならず，農業教育者，社会啓蒙

， 。家として 日本の社会のために大きく寄与した

特に，氏の言う「実学思想」は，彼が残した多

くの「言葉」の中によく表れている。

曰く 「一国の元気は中産階級にあり 「農， 」，

民たる者は国民の模範的階級たるべきものと心

得，武士道の相続性を以って自ら任じ，自重の

心掛け肝要のこと 「人物を畑に還す 「農」， 」，

学栄えて農業亡ぶ 「稲のことは稲に聞け，」，

農業のことは農民に聞け 。とくに最後の二つ」

の「言葉」は，多くの農業関係者の知るところ

である。

また，氏は書道の大家であった。政治家の後

藤新平は，現在の能書家として誰を挙げるかと

聞かれ，躊躇なく「それは，犬養木堂（毅）と

横井虚遊（時敬）だろう。特に虚遊の仮名文字

は絶品」と答えたという。誰かが，同僚の農芸

化学者古在由直（２代農事試験場長）のほうが

時敬より字がうまい，と言ったのを聞いて悔し

がり，土肥樵石について本格的に字を習ったと

言われている。

農学博士横井時敬の書が，どのような経過を

経てこの研究所にあるのか，多くの先輩にお聞

きしたが，いまだ明らかでない。ご存じの方が

あったら教えていただきたい。
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